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急に朝晩の気温が低くなり、吹く風も冷たくなってきました。急激な気温の変化に、体が追いつか

ない状態です。子どもたちも、鼻水や、咳の症状の子が多く見られます。年齢が大きくなると、鼻水

が出ても、「フ～ン！」と鼻をかむことができますが、小さい子はまだ無理な子がほとんどです。 

ついつい鼻水をすってしまうので、中耳炎になったり、蓄膿になったりしやすくなります。お昼寝の

際も、鼻が詰まって苦しそうな子もいます。十分な睡眠が確保できないと、余計体力を消耗し、免

疫力が下がり、悪循環となります。鼻水だけとは考えずに、早めの受診・治療をしてあげましょう。 


